
ゼカリヤの預言 

ゼカリヤはハガイと同時代に活躍した預言者で、捕囚から帰った人々に対して遣わされま

した。 彼は、恐れず神様に仕えるよう、人々を励ましました。 本書は一連の八つの幻

で始まります。 非常に絵画的な描写のうちに、神様の威力、種々の出来事を神様が支配

されること、霊的な力の重要性、罪に対する神様のさばき、壮大な将来についての約束な

どが語られています。 次に、特定の時期を指さない預言が続き、一般的な励ましと来た

るべきさばきのことが記されます。 本書の最も重要な部分は、キリストの到来に関する

預言です。 

 

一 

１これは、ダリヨス王の治世の第二年の十一月上旬に、ベレクヤの子で、祭司イドの孫に

あたるゼカリヤに、神様から示されたお告げです。 

２天の軍勢の主であるわたしは、おまえたちの先祖に激しい怒りを燃やした。 ３だが、

おまえたちがわたしのもとに帰るなら、わたしもおまえたちのもとに帰り、恵みを与えよ

う。 ４先祖たちのようであってはならない。 先の預言者たちは、先祖伝来の悪の道か

ら離れるように訴え続けてきたが、むだ骨に終わった。 

「さあ、わたしのもとに帰れ」と語ったのに、いっこうに聞こうとせず、馬耳東風だった。 

５６先祖も預言者も、とうの昔に死んでしまった。 だが、彼らが身をもってあかしした、

「神のことばは永遠に保つ」という真理を忘れるな。 神のことばは彼らに迫り、彼らを

罰した。 それで、ようやく悔い改めた。 

その時、彼らは言った。 「当然の報いを受けたのです。 神様は警告どおりのことをな

さいました。」 

７それから三か月後の二月に、神様から別のお告げが、夜の幻のうちにゼカリヤに示され

ました。 ８私は、川岸のミルトスの木の間に、一人の人が赤い馬にまたがっているのを

見ました。 そのうしろに、赤、栗毛、白い馬が続き、それぞれ人が乗っています。 

９一人の御使いがそばに立っていたので、「この馬は何ですか」と尋ねました。 

「話してあげよう」と彼は返事をしました。 

１０そして、赤い馬に乗っていた人が答えました。 その人は、実は神様の御使いだった

のです。 「神様が地上を巡回させておられるのだ。」 

１１ほかの乗り手が、その神様の御使いに報告しました。 「世界中を巡回したところ、

どこもかしこも、繁栄と平和を楽しんでいます。」 

１２これを聞いて、神様の御使いは祈りました。 「ああ、天の軍勢の主よ。 七十年の

間、あなたの怒りはエルサレムとユダの町々に荒れ狂いました。 いつまで待ったら、も

う一度あわれみを施してくださるのでしょうか。」 

１３神様は、私のそばに立っていた御使いに、慰めと確信に満ちたことばでお答えになり

ました。 



１４そこで、御使いはこう私に命じたのです。 「天の軍勢の主から示されたお告げを、

大声で告げよ。 ユダとエルサレムに起こったことに、わたしが無関心でいるとでも思う

のか。 夫が、捕囚として連れ去られた妻を思うように、わたしも彼らのことを思ってい

る。 １５安逸をむさぼっている異教の国々に、激しい怒りを燃やしている。 わたしは

ほんのちょっと自分の国民に腹を立てただけなのに、その国々は、彼らを、わたしが考え

ていたよりもずっとひどい目に会わせたからだ。 １６だから、神様はこう宣言なさる。 

わたしはエルサレムに帰り、そこをあわれみで満たそう。 神殿は再建され、エルサレム

全市が建て直される。 天の軍勢の主が、こうお語りになるのだ。 １７もう一度、大声

で言え。 天の軍勢の主は、イスラエルの町々が再び栄え、主ご自身が再びエルサレムを

慰め、祝福し、そこに住む、と宣言しておられる。」 

１８それから私は、動物の四本の角を見ました。 

１９私はあの御使いに、「あれは何ですか」と尋ねました。 

「ユダとイスラエルとエルサレムを追い散らした世界の四大列強を表わしている。」 

２０そのとき神様は、四人の鍛冶屋を見せてくださいました。 

２１私は、「この人たちは、何をしに来たのですか」と尋ねました。 

御使いが答えました。 「ユダを散り散りにさせた四本の角をつかまえ、かな床で打ち砕

き、放り出すために来たのだ。」 

二 

１もう一度あたりを見回すと、一人の人が手に物差しを持っているのが見えました。 

２「どちらへ？」 

「エルサレムを測りに。 全住民を入れる大きさがあるかどうか、調べたいからだ。」 

３私と話していた御使いが出て行くと、もう一人の御使いが彼に近づき、 ４こう言いま

した。 「さあ、この若者に、いつの日かエルサレムは人であふれ、狭すぎるようになる、

と告げよ。 この町の城壁の外で、多くの人がたくさんの家畜といっしょに住むようにな

る。 それでも別に心配はない。 ５神様が、彼らとエルサレム全市を守る火の城壁とな

ってくださるからだ。 神様はエルサレムの栄光となる。 

６７『さあ、北の国バビロンから逃げよ。』 神様はバビロンへ連れて行かれた者にこうお

命じになる。 『わたしは、おまえたちを風のように散らした。 だが、もう一度つれ帰

る。 さあ、そこを出て、シオン（エルサレム）に逃れよ。 

８栄光の神様は、おまえたちを虐待した国々に、私をお遣わしになった。 おまえたちを

害するのは、神様のひとみに指を突き刺すも同然だからだ。 

９わたしは、こぶしで彼らを打ちのめす。 彼らの奴隷が彼らの支配者となる。 その時

おまえたちは、私を遣わした方が天の軍勢の主であることを知る。 １０エルサレムよ、

喜び歌え。 わたしが来て、共に住むからだ。』 神様がこうお語りになるのだ。 １１１

２『そのとき、多くの国はわたしに心を向け、わたしの国民となる。 わたしは彼らすべ

てと共に住む。』 その時おまえたちは、私を遣わした方が天の軍勢の主であることを知る。 



ユダは、聖なる地で神の相続人となる。神様がもう一度エルサレムを選んで、祝福なさる

からだ。 

１３すべての人よ、神様の前で静まれ。 神様が、その聖なる住まいである天から下って

来られるからだ。」 

三 

１それから、神様は〔幻の中で〕私に、神様の御使いの前に立っている大祭司ヨシュアを

見せてくれました。 そしてサタンも、ヨシュアを訴えようと、神様の御使いの右手に立

っていました。 

２神様はサタンに言いました。 「サタンよ、おまえの訴えは退ける。 そうだ、エルサ

レムを助けることに決めたので、おまえをしかりつける。 ヨシュアとその国民を助ける

ことにした。 彼らは、火の中から取り出した燃えさしのようなものだ。」 

３神様の御使いの前に立った時、ヨシュアの衣服はひどく汚れていました。 

４それで、神様の御使いはそこに立っている者たちに、「汚れた服を脱がせなさい」と命じ

ました。 それからヨシュアの方を向いて、「さあ、あなたの罪を取り去った。 今、この

りっぱな新しい服を着せてあげよう」と言いました。 

５６私が「どうぞ、きれいなターバンも」とお願いすると、そのとおりにしてくださいま

した。 

それから、神様の御使いはおごそかな調子でヨシュアに語りかけました。 ７「天の軍勢

の主は、こう宣言なさる。 『わたしがおまえのために用意した道を歩み、わたしが命じ

る事をもれなく守るなら、神殿を管理させよう。 それを聖く保て。 そうすれば、この

御使いたちと同じように、いつでも神殿に出入りして、わたしに会うことができる。 ８

聞け、大祭司ヨシュアとほかの祭司たちよ。 おまえたちは、やがて起こる良いことのし

るしだ。 わからないのか。 ヨシュアは、わたしが遣わす枝〔メシヤ〕、わたしのしもべ

を代表している。 ９彼は、ヨシュアがそのかたわらに立っている神殿の礎石となるのだ。 

わたしはその上に七回、『わたしは、たった一日で、この地の罪を取り去る』と彫りつける。 

１０天の軍勢の主はこう宣言なさる。 『その日ののち、おまえたちは安らかに栄えた生

活をし、それぞれ自分の家を持ち、隣人を招くようになる。』」 

四 

１それから、私と話していた御使いが、眠っている人を起こすように私を呼び起こしまし

た。 

２「いま何が見えるか。」 

「七つのともしび皿がついた金の燭台です。 てっぺんにオリーブ油のつぼがあり、七本

の管で、それぞれの皿に油が流れ込むしかけになっています。 ３また、燭台の油つぼの

両側に、オリーブの木が一本ずつ彫りつけてあるのが見えます。 ４いったい、どういう

ことでしょう。 意味がわかりません。」 

５「えっ？ ほんとうに知らないのか。」 



「はい。」 

６「これは、ゼルバベル〔ユダの総督で、神殿再建の責任者〕への神様のお告げだ。 天

の軍勢の主がお語りになる。 『これは、能力によるのでも、権勢によるのでもない。 わ

たしの霊によるのだ。 おまえたちは数も少なく、弱いが、わたしの霊によってやり遂げ

ることができる。』 ７だから、どんなに高い山も、ゼルバベルの前に立ちはだかることは

できない。 みんな平らにされてしまうからだ。 こうしてゼルバベルは、神殿を建て上

げ、神様の助けを感謝しながら、すべてが神様の恵みによって行なわれたことを、力強く

宣言するようになる。」 

８私は神様から別のお告げを示されました。 

９「ゼルバベルは神殿の土台を据えたが、さらにそれを完成させる。 その時おまえたち

は、これが天の軍勢の主である神からのお告げであったことを知る。 １０この小さな始

まりを軽んじるな。 わたしはその仕事が始まり、ゼルバベルの手で測られるのを自分の

目で見て、とても喜んでいる。 七つのともしびは、世界をくまなく見渡す主の目を表わ

すのだ。」 

１１それから私は、燭台の両側にある二本のオリーブの木と、 １２油を金の鉢に注ぐ管

となっている二本の枝のことを、尋ねました。 

１３「それも知らないのか。」 

「はい。」 

１４「それは、全世界を治める神様を助けるために選ばれた、二人の油を注がれた人を表

わすのだ。」 

五 

１また目を上げると、空中を飛んでいる巻物が見えました。 

２「何が見えるか。」 

「飛んでる巻物です。 長さが十メートル、幅が五メートルほどもあるでしょうか。」 

３「巻物は、全地に及ぶ神様ののろいのことばを示している。 盗みをしたり、うそをつ

いたりする者はみな裁かれ、死刑の宣告を受ける、と書いてある。」 

４天の軍勢の主はこうお語りになります。 「わたしは、すべての盗人の家と、わたしの

名によって偽りの誓いをしたすべての者とに、のろいを送る。 のろいはその家にとどま

り、徹底的に滅ぼす。」 

５御使いは、しばらく私を置き去りにしていましたが、また戻って来て、こう言いました。 

「上を見よ。 何かが空中に漂っている。」 

６「何ですか、あれは。」 

「全地にはびこる罪を入れた大きなかごだ。」 

７と、突然、かごの重い鉛のふたが開きました。 なんと、その中に一人の女が座ってい

るではありませんか。 

８御使いは、「この女は罪悪を表わしているのだ」と言いながら、女を押し込め、重いふた



をしっかりかぶせてしまいました。 

９続けて見ていると、こうのとりのような翼を生やした二人の女が、こちらに飛んで来る

ではありませんか。 二人はかごを持つと、空高く舞い上がりました。 

１０「かごの中の女を、どこへ連れて行くのですか。」 

１１「女の古巣のバビロン〔偶像礼拝と罪に満ちた世界の象徴〕だ。 そこにずっととど

まることになろう。」 

六 

１それから、また見上げると、二つの青銅の山のように見えるものの間から、四台の戦車

が出て来ました。 ２初めの戦車は赤い馬が、次のは黒い馬が、 ３三番目のは白い馬が、

四番目のはまだらのねずみ色の馬が引いています。 

４「これは、どういうことですか。」 

５「全世界を治める神様の前に立つ、四つの霊だ。 それぞれの務めを果たしに天から出

て行くところだ。 ６黒い馬が引く戦車は北へ行き、白い馬のがあとに従う。 まだらの

ねずみ色の馬が引く戦車は南だ。」 

７馬は、地を駆け巡るために出かけたがっていました。 そこで神様が、「行って、地を巡

回せよ」と命じると、すぐさま出て行きました。 

８その時、神様は私を呼んで、こうお語りになりました。 「北へ行った戦車は、わたし

の判決を執行し、その地へのわたしの怒りを静める。」 

９神様はまた、別のお告げを下さいました。 

１０１１「ヘルダイとトビヤとエダヤは、バビロンで捕囚の身となっているユダヤ人から

の贈り物として、金や銀を持って来る。 一行が着いたその日に、ゼパニヤの子ヨシヤの

家で出迎えよ。 そこに彼らは滞在することになる。 贈り物を受け取り、金と銀で冠を

作れ。 冠はエホツァダクの子の大祭司ヨシュアにかぶせる。 １２天の軍勢の主は、彼

にお語りになる。 『おまえは、やがて来る人を表わすしるしだ。 その人は「枝」と呼

ばれ、自力で成長し、神の神殿を建てる。 １３さらに王の称号を受ける。 彼は王とし

て、また祭司として世を治め、二つの務めをみごとに調和させる。』 

１４それから、ささげ物をしたヘルダイ、トビヤ、エダヤと、ヨシヤとの栄誉のために、

神殿にその冠を安置せよ。 １５遠い地から来た三人は、神殿を再建するために、いつか

遠い地から来る人々を表わしている。 そのことが起こる時、おまえたちは、このお告げ

が天の軍勢の主である神からのものであったことを知る。 だが、神のおきてに心から従

わないなら、このようなことは起こらない。」 

七 

１ダリヨス王の治世の第四年の十一月下旬に、新しいお告げがありました。 

２ベテルの町のユダヤ人は、王の行政長官サル・エツェルおよびレゲム・メレクの率いる

使節団を、エルサレムの神殿に遣わしました。それは、神様の祝福を求めるためと、 ３

毎年八月に断食をして嘆くことにしてきた、伝統的行事を続けるべきかどうか、祭司や預



言者に尋ねるためでした。 

４神様は次のようにお答えになりました。 

５「ベテルへ帰って、全住民と祭司たちに言え。 『捕囚の七十年間、おまえたちは八月

と十月に断食し、嘆きの時を過ごしていた。 だが、本気で罪を悲しみ、罪から離れて、

わたしに帰ろうとしたか。 全然、そんなことはなかった。 ６そして今、この聖なる祭

日にさえ、わたしのことなど考えもせず、食べ物のことや仲間同士の交わりや、楽しみの

ことばかり考えている。 ７はるか昔、エルサレムが栄え、その南方にも平地づたいに町々

が連なり、人が大ぜい住んでいたころ、預言者が警告していたのは、このような状態のま

までは滅びを免れないということだった。』」 

８９続いて、神様からゼカリヤに、次のようなお告げがありました。 「彼らにこう言え。 

誠実で公平に振る舞え。 賄賂を取るな。 だれに対しても情け深く、親切にせよ。 １

０また、未亡人や孤児、外国人や貧乏人をいじめることをやめ、互いに悪をたくらむな。 

１１おまえたちの先祖は、このことに耳を貸そうともしなかった。 強情に顔をそむけ、

わたしのことばを聞くまいと、指で耳の穴にせんをした。 １２火打ち石のように心を堅

くして、天の軍勢の主である神が命じたことば、主の霊によって、預言者たちをとおして

示されたおきてを聞こうとしなかった。 だから、あんな激しい神の怒りが下ったのだ。 

１３わたしが呼びかけても、聞こうとしなかった。 それで、わたしに助けを求めて泣き

叫んだ時、顔をそむけてやったのだ。 １４彼らを、はるかかなたの国々に、つむじ風で

吹き飛ばすようにまき散らした。彼らの地は荒れ果て、通る者もいなくなった。 あの慕

わしい地が、すっかり荒れ果てて、不毛の地となってしまった。」 

八 

１再び神様のお告げがありました。 

２「天の軍勢の主はこうお語りになります。 わたしの心は穏やかではない。 それどこ

ろか、敵がエルサレムに行なったすべてのことを、腹にすえかねている。 ３今、自分の

地に帰り、自分から進んでエルサレムに住もう。 エルサレムは、『真実の町』『聖なる山』

『天の軍勢の主の山』と呼ばれるようになる。」 

４天の軍勢の主はこうお語りになります。 「エルサレムには平和と繁栄が長く続くので、

また、老人たちが杖をついて通りをゆっくり歩き、 ５子供も道いっぱいに遊びたわむれ

るようになる。」 

６神様はお語りになります。 「こんなことは、とても信じられないだろう。 おまえた

ちは、わずかばかりの生き残りで、おまけに落胆しているのだから。 だが、このわたし

には、何でもないことなのだ。 ７たといどこに散らされていても、自分の国民を、西か

らでも東からでも救い出す。 そのことを確信するがよい。 ８彼らを故郷に連れ帰り、

安心してエルサレムに住まわせる。 彼らはわたしの国民となり、わたしは公平と真実を

もって彼らの神となる。 そして、彼らの罪も赦される。」 

９天の軍勢の主はこうお語りになります。 「さあ、工事を続け、完成させよ。 もう耳



にたこができるほど、聞いたことだ。 神殿の基礎工事が始まって以来、預言者たちは口

をすっぱくして、完成のあかつきには祝福が待っている、と言い続けているのだから。 １

０工事が始まる前には、仕事も収入もなく、安全も保証されていなかった。 町を出たら、

戻れる保証はなかった。 悪がはびこっていたからだ。 

１１だが今は、すべてが変わった。 １２おまえたちの間に平和と繁栄の種をまいている

からだ。 穀物の収穫は増え、ぶどうの枝は実の重みでたれさがる。 雨に恵まれて、土

地は豊かになる。 この地に残った人々に、この祝福がすべて与えられる。 １３『ユダ

のように貧しくなるがいい。』 人をのろう時、外国人はそう言った。 だが、それもこれ

までだ。 今からは、ユダはのろいのことばではなく、祝福のことばとなる。 人々は、

『ユダのように栄え、しあわせであるように』と言うだろう。 だから、恐れるな。 気

落ちするな。 神殿再建の工事を続けよ。 １４１５そうすれば、必ずおまえたちを祝福

する。 わたしが心変わりするかもしれないなどと、思ってもみるな。 おまえたちの先

祖がわたしを怒らせた時、わたしは必ず罰すると約束し、そのとおり実行した。 だから、

おまえたちを祝福するというこの約束も変えることはしない。 １６これがおまえたちの

果たすべき役割だ。 真実を語り、だれに対しても公平であれ。 すべての人と仲良く、

平和に暮らせ。 １７人を傷つけることをたくらむな。 ほんとうではないのに、ほんと

うだと誓ったりするな。 わたしは、そんなことに我慢がならないのだ。」 

１８また、次のような新しいお告げが、天の軍勢の主から示されました。 

１９「これまで七月、八月、十月、一月に、伝統的に守られてきた断食と嘆きの行事も、

もう終わりだ。 おまえたちが真実と平和を愛するなら、それは、喜びの例祭に変わる。 

２０２１人々が、世界中から巡礼に出かけ、この例祭に参加しようと、外国の町々からエ

ルサレムへ押しかける。 人々は、他の町にいる親しい者を手紙で誘う。 『神様の祝福

とあわれみを求めて、エルサレムへ行きましょう。 私も行きます。 さあ、すぐいっし

ょに行きましょう。』 ２２そうだ。 多くの人が、強い国々からも、祝福と助けを求めて、

エルサレムにいる天の軍勢の主のもとに来る。 ２３その時には、それぞれ異なる国から

来た十人の者が、一人のユダヤ人の上着のそでをしっかりつかみ、『どうか、友だちになっ

てください。 知ってますよ。 神様があなたがたと共におられることをね』と頼むよう

になる。」 

九 

１このお告げは、ハデラクとダマスコの地に対する、神様ののろいに関するものです。 神

様はイスラエルだけでなく、全人類をくまなく見回しておられるからです。 

２「ダマスコに近いハマテにも、抜け目のないツロやシドンにも、のろいが宣告される。 

３ツロは自分のために完全武装し、大金持ちになり、銀や純金を掃いて捨てるほど持って

いる。 ４だが、わたしはツロの所有権を取り上げ、とりでを海に投げ込んでしまう。 ツ

ロは火をつけられ、完全に焼け落ちる。 

５アシュケロンは、これを見て恐れに取りつかれる。 ガザは絶望に打ちのめされ、エク



ロンも恐怖で震えが止まらない。 ツロが敵の侵入を防いでくれると思っていたのに、そ

の頼みの綱が断たれてしまったからだ。 ガザは征服されて王が殺され、アシュケロンは

徹底的に破壊される。 

６外国人が、繁栄を誇るペリシテ人の町アシュドデの富を奪う。 ７わたしは、その口か

ら偶像にささげたものを引っぱり出し、その歯の間から血といっしょに食べたいけにえを

引き出す。 生き残った者はみな、神を礼拝し、イスラエル人の新しい一族となる。 エ

クロンのペリシテ人は、昔のエブス人のように、ユダヤ人と結婚する。 ８わたしは、侵

入する敵軍を防ぐ見張りのように、神殿の周囲を守る。 ペリシテ人の動きを注意して見

張り、一歩も近づかせない。 もう二度と、外国の支配者がわたしの国民の地を襲うこと

はない。 

９さあ、わたしの国民よ、躍り上がって喜べ。 歓声をあげよ。 さあ、おまえたちの王

が来る。 その王は正しく、いつも勝利を収める。 しかも、謙そんで、ろばの子に乗っ

て来る。 １０わたしは、わたしの国民イスラエルも含めて、全世界の国民の武装を解除

する。 この王は諸国に平和をもたらす。 その領土は海から海へ、ユーフラテス川から

地の果てにまで及ぶ。 １１わたしはおまえを、水のない穴から助け出す。 血でサイン

した、おまえとの契約を守るためだ。 １２捕らわれの身である者よ。 さあ、安全な場

所へ行け。 まだ希望がある。 おまえが味わった苦悩に倍する祝福を返すと約束しよう。 

１３ユダよ。 おまえはわたしの弓だ。 エフライム（イスラエル）よ。 おまえはわた

しの矢だ。 二人とも、わたしの剣、ギリシヤ人に向かって勇士が振りかざす剣のように

する。」 

１４神様はご自分の国民の先頭に立って戦われます。 その矢は、まるでいなずまが走る

ようです。 神様は召集ラッパを吹き鳴らし、南から砂漠を通って吹いて来るつむじ風の

ように、敵に向かって突進するのです。 １５神様の守りがあるので、人々は敵を打ち負

かし、足で踏みにじるでしょう。 彼らは勝利に酔い、勝ちどきをあげます。 敵は切り

殺され、至る所で、恐ろしい大虐殺が行なわれます。 １６１７その日、神様は、羊飼い

が羊の世話をするように、ご自分の国民を救い出します。 彼らは、王冠にきらめく宝石

のように、神様の地で光り輝くのです。 ああ、なんとすばらしく、なんと美しいことで

しょう。 

あり余る穀物とぶどう酒が、青年たちをはつらつとさせます。 彼らは健康と幸福に満ち

あふれるのです。 

一○ 

１春の雨を神様に乞い求めなさい。 そうすれば、神様はいなずまを走らせ、雨を降らせ

てくださいます。 どこの野も一面、青々とした牧場と変わるでしょう。 ２ところが、

それを偶像に願い求めるとは、なんと愚かなことをしたのでしょう。 占い師の言うこと

は、ばかげた偽りだけです。 実現しないことを言われて、安心しようというのですか。 

ユダとイスラエルは、迷子の羊のように迷い出たのです。 守ってくれる羊飼いがいない



ので、攻撃の的にされているのです。 

３「わたしの怒りは、おまえたちの羊飼いである指導者に向かって燃え上がる。 わたし

は、この悪党の雄やぎどもを罰する。 天の軍勢の主であるわたしは、自分の群れの羊で

あるユダを助けに来たのだ。 彼らを強くし、戦場を誇らしげに駆ける軍馬のようにする。 

４この群れから、礎石が、すべての人の望みである杭が、戦いを勝利に導く弓が、全地の

支配者が、出て来る〔これらはみなメシヤを指す〕。 ５彼らは神のために戦う勇士となり、

敵の顔をどろに押しつけ、踏みつける。 わたしが共に戦うので、敵は全滅する。 

６わたしはユダを、そして、イスラエルをも強くする。 彼らを愛しているので、建て直

すのだ。 彼らは、一度もわたしに捨てられたことがない者のようになる。 神であるこ

のわたしが、彼らの叫びを聞き届けるからだ。 ７彼らは勇士のようになる。 ぶどう酒

に酔った時のような喜びを味わい、子供たちも神のあわれみを知って喜ぶ。 神にあって

喜びにあふれる。 ８わたしが口笛を吹くと、みな駆け寄って来る。 わたしが彼らを再

び買い戻したからだ。 残っている者は少ないが、以前と同じように人口が増える。 ９

わたしは種をまくように、彼らを諸国にまき散らしたが、それでも彼らはわたしを思い出

し、わたしのもとへ帰って来る。 子供たちもみな連れて、イスラエルのわが家へ帰って

来る。 １０わたしは彼らをエジプトとアッシリヤから連れ戻し、イスラエルに――ギル

アデとレバノンに――再び住みつかせる。 だがそこも、すべての者が住むには狭すぎる

ようになる。 １１波が退くので、彼らは困難な海を安全に通り過ぎる。 ナイル川は干

上がる。 こうして、わたしの国民を支配したアッシリヤとエジプトの時代は、終わりを

告げる。」 

１２神様はこうお語りになります。 「わたしから出る力によって、わたしの国民を強く

する。 彼らは、どこへでも行きたい所へ出かける。 どこへ行っても、わたしの保護の

もとにある。」 

一一 

１レバノンよ、さあ、扉をひらけ。 審判が下される。 おまえの森が火で焼き尽くされ

るように、おまえは滅ぼされる。 ２糸杉よ、声を出して泣け。 すべての杉が倒れてし

まうからだ。 高くそびえ立つ見事な木も全部だ。 バシャンの樫の木よ、恐ろしさのあ

まり泣き叫べ。 いちばん深い森まで切り倒されるのを見るからだ。 ３悪質な羊飼い、

イスラエルの指導者たちの悲痛な叫びを聞け。 彼らの富が失われてしまうからだ。 若

いライオンのほえる声を聞け。 王子たちが泣いているのだ。 茂みの豊かなヨルダン渓

谷が、荒れ果ててしまうからだ。 

４それから、神様はこうお語りになりました。 「さあ、殺されるための肥えた羊の群れ

を養う羊飼いになれ。 ５これは、わたしの国民の姿を表わしている。 彼らは悪い指導

者どもに売り渡され、殺されている。 しかも、指導者は罰せられない。 わたしの国民

を裏切った者たちは、『神様、ありがとうございます。 おかげで、こんなに裕福になりま

した』と言う。 というのは、この羊飼いは、容赦なく羊を売り飛ばしてしまったのだ。 



６それで、わたしはもう、わたしの国民を惜しまない。 彼らを邪悪な指導者どもの手に

陥らせる。 指導者どもは彼らを殺し、この地を荒れ地としてしまう。 わたしは、そう

なるのをじっと見ているだけだ。」 こう神様がお語りになります。 

７そこで、私は杖を二本取り、一本を「恵み」と名づけ、もう一本を「結合」と名づけま

した。 その二本の杖で、命じられたとおり、羊の群れを飼いました。 ８そして一月の

うちに、三人の悪質な羊飼いを追い出しました。 ところが、私は羊である国民にも、我

慢がならなくなったのです。 彼らも私を憎みました。 

９それで彼らに言ってやりました。 「もう、おまえたちの羊飼いはまっぴらだ。 死に

たきゃ、かってに死ぬがいい。 殺されたって知るもんか。 自滅するのも自業自得だ。」 

１０私は「恵み」と名づけた杖を取り、真っ二つに折りました。 そうすることによって、

彼らを守り導くと誓った契約を、破棄したことを示したのです。 １１こうして、協定は

無効になりました。 羊を売買する者たちは、これを見て、私の行動が神様のお考えを示

していることを悟ったのです。 

１２私は彼らに言いました。 「よかったら、私に見合った賃金を払いなさい。 ただし、

ほんとうにそうしたければですよ。」 

彼らが払った賃金は、たった銀貨三十枚〔奴隷の値段〕でした。 

１３神様は私に、こうお命じになりました。 「それを神殿の献金箱に投げ込め。 おま

えを値積もりした貴重な銀貨全部をだ。」 

私は言われたとおり、銀貨三十枚を全部投げ入れました。 １４それから、「結合」と呼ば

れるもう一本の杖を折って、ユダとイスラエルとの結合関係が破られたことを示しました。 

１５それから神様は、もう一度、羊飼いの務めにつくようにとお命じになりました。 今

度は、役立たずの悪い羊飼いの役を演じることになったのです。 

１６神様はこうお語りになりました。 「そうするのは、わたしがこの国に立てる羊飼い

の姿を示すためだ。 その羊飼いは、死にそうな羊の世話もせず、小さい羊の面倒も見ず、

骨を折った羊の手あてもせず、元気な羊にえさをやることもしない。 歩けない羊を抱い

て運んでやることもせず、やることと言えば、食用にする肥えた羊の足を引き裂くことだ

けだ。 １７羊の群れの世話をしない、こんな役立たずの羊飼いは、のろわれよ。 神の

剣が彼の腕を切り、その右目を刺し通す。 腕は使えなくなり、右目は見えなくなる。」 

一二 

１天を張り、地の基をすえ、霊を持つ者として人をお造りになった神様は、イスラエルの

運命を、次のように宣告しておられます。 

２「わたしは、エルサレムを包囲する軍隊を差し向ける回りの国々に対して、エルサレム

とユダを、毒を盛った杯のようにする。 ３エルサレムは、世界を苦しめる重い石となる。 

全世界の国々が力を合わせて動かそうとするが、逆に押しつぶされてしまう。 

４その日、わたしはエルサレムに迫る敵軍をうろたえさせ、物笑いの種にする。 わたし

はユダの国民を見守り、すべての敵を盲目にするからだ。 



５それでユダ部族の者は、心の中で『エルサレムの住民は、彼らの力が、彼らの神、天の

軍勢の主のうちにあることを知ったのだ』と言うであろう。 

６その日、わたしはユダ部族の者を、森をも焼き払う小さな炎、わらの束を燃やすマッチ

のようにする。 彼らは、右も左も、回りのすべての国々を焼き尽くすが、エルサレムだ

けはそのまま残る。 

７神様はエルサレムより先に、ユダに残されていた者に勝利をお与えになる。 それは、

エルサレムの住民とダビデ王の子孫が、その成功を鼻にかけることがないためだ。 ８神

様はエルサレムの住民をお守りになる。 その中でいちばん弱い者も、ダビデ王のように

強くなる。 ダビデ王の子孫は、神様のようになり、彼らの前を行く御使いのようになる。 

９わたしが、エルサレムに敵対する国を、ことごとく滅ぼすことにしたからだ。 １０そ

の時、わたしはエルサレムの全住民に、恵みと祈りの霊を注ぐ。 彼らは、自分たちが突

き殺した者を見て、まるでひとり息子をなくしたように彼のために泣き悲しみ、長男が死

んだ時のように彼のことで嘆き悲しむ。 １１その時のエルサレムでの悲しみと嘆きは、

神様を敬ったヨシヤ王が、メギドの谷で殺された時の嘆きよりも深い。 

１２‐１４イスラエルの全国民は、深い悔恨の涙を流す。 国中の者が残らず、王も、預

言者も、祭司も、国民も、苦悩のあまり身をかがめる。 家族も引き裂かれ、夫と妻も引

き離されて、だれもが、ただひとり嘆き悲しむ。 

一三 

１その時、一つの泉がわきいで、イスラエルとエルサレムの住民を、罪と汚れからきよめ

る。」 

２天の軍勢の主は宣告なさいます。 「その日、わたしはこの地にはびこる偶像礼拝を、

跡形も残さず取り除く。 偶像の神々の名さえ、すっかり忘れ去られる。 偽預言者や占

い師も、一掃される。 ３それでも懲りずに偽りの預言をする者は、両親に切り殺される。 

両親はその時、『神様の名を使って偽りの預言をするようなやつは、死ねっ』とどやしつけ

るであろう。 

４それで、預言する力を自慢する者はいなくなる。 また、人の目を欺こうとして預言者

の装束を着る者もない。 

５彼は、『私は預言者じゃありません。 農夫ですよ。 若い時からずっと、土地を耕して

暮らしを立ててきたのです』と言う。 

６『それなら、胸と背中にある傷〔偽預言者が自分でつける傷〕は何ですか』と聞かれる

と、『友だちの家でけんかした跡です』と答える。」 

７天の軍勢の主はお語りになります。 「剣よ、目を覚まして、わたしの友であり、仲間

である羊飼いに切りかかれ。 その羊飼いを打ち殺せ。 そうすれば、羊は散り散りにな

ろう。 だが、わたしは戻って来て、子羊をいたわり、介抱する。 ８イスラエルの全国

民の三分の二が殺され、死に絶える。〔このことはすでに何度か起こっている。 紀元七十

年のローマ軍や、ヒットラーによる虐殺〕 三分の一だけが、その地に残る。 ９わたし



は、その残った三分の一を、金や銀を精錬するように、火の中を通して純化する。 彼ら

はわたしの名を呼び、わたしはその声に答える。 わたしが『これはわたしの国民だ』と

言うと、彼らが『主はわたしたちの神様です』と答える。」 

一四 

１２気をつけよ。 神様の日がすぐに来る。 その日、神様は国々を集めて、エルサレム

を攻めさせる。 町は占領され、家々は略奪され、戦利品は分配され、婦人たちは暴行さ

れる。 住民の半分は奴隷として連れ去られ、残りの半分が廃墟の町に残される。 

３その時、神様は完全武装して、この国々と戦うために出て来られる。 ４その日、神様

はエルサレムの東にあるオリーブ山のいただきに立たれる。 すると、オリーブ山は真っ

二つに裂け、広く東西に走る深い谷ができる。 山の半分が北に、別の半分が南に動くか

らだ。 ５谷は町の門に通じているので、そこを通って逃げることができる。 何世紀も

昔、ユダのウジヤ王の時、先祖たちが地震を避けて逃げたように、逃げることになろう。 

そして、私の神様である主が来られる。 すべての聖徒と御使いも共に。 

６太陽も月も星も、もう輝かない。 ７それでも真昼が続く。 どうしてかは、神様だけ

がご存じだ。 これまでのような昼と夜ではなくなり、夕暮れ時にも、なお光がある。 ８

いのちを与える水が、エルサレムからわき出る。 半分は死海に、半分は地中海に注ぎ、

夏も冬も、絶え間なく流れ続ける。 

９こうして、神様は全地を支配する王となられる。 その日には、他の神々は退けられ、

神様の御名だけがあがめられる。 １０ユダの北端にあるゲバから、南端のリモンまで、

全地が一つの広大な平地となる。 ただし、エルサレムだけが高台にあり、その区域は、

ベニヤミンの門から古い門の跡、それから隅の門、さらにハナヌエルの塔を通って、王の

ぶどう酒を絞る所までだ。 １１ついにエルサレムは、人が安心して住める場所になる。 

もう二度と、のろわれ、滅ぼされない。 

１２神様は、エルサレムを攻撃したすべての国民を伝染病で苦しめる。 彼らは、歩く屍

のようになる。 肉は腐って落ち、目はくぼみ、舌は口の中で衰える。 

１３神様は彼らを狼狽させ、恐怖でおののかせる。 彼らは互いに争い、つかみ合い、な

ぐり合う。 １４ユダの全住民はエルサレムで戦う。 回りのすべての国々の財宝、多量

の金銀と上等の衣類は、押収される。 １５先のと同じ伝染病が、馬、らば、らくだ、ろ

ば、および敵陣にいるすべての動物に襲いかかる。 

１６ついに、この災いの中で生き残った者たちが、毎年エルサレムへ上り、天の軍勢の主

である王を礼拝し、感謝する時を守るようになる。 １７世界中どこでも、天の軍勢の主

である王を礼拝しにエルサレムへ来ない国民には、雨が降らなくなる。 １８もしエジプ

トが来ないなら、雨が降らないことはもちろん、神様はほかの災害も下して懲らしめる。 

１９エジプトであっても、ほかの国であっても、もしエルサレムへ上って来ないなら、み

な罰せられるのだ。 

２０その日、馬の鈴にも、「神様にささげられた聖なるもの」と書かれ、神殿のなべも、祭



壇のそばの鉢のように神聖なものとなる。 ２１実際、エルサレムとユダにあるすべての

容器は、天の軍勢の主への聖なるものとなる。 礼拝に来る者は、いけにえを煮るために、

どの容器でも自由に使ってかまわない。 神殿には、もう、強欲な商人はいなくなる。 
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